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。
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収
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収
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。
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日
出
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
四
り

　
杵
築
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
七
り

　
竹
田
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
拾
弐
り

　
森
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
ハ
り
半

一
高
松
御
役
所
江
　
　
　
六
り

一
肥
前
島
原
へ
　
　
　
　
七
拾
り
余
り

／一
七
嶋
表
直
段
凡
銀
七
匁
三
・
四
分
程

一
七
嶋
之
出
来
壱
反
二
凡
弐
百
八
九
拾
枚
程

　
菰
ニ
お
り
立
廿
八
九
束
二
相
成
申
し
候

　
こ
の
「
手
相
」
は
南
立
石
本
村
の
旧
立
石
村
庄
屋
で
あ
っ
た
古

屋
氏
が
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
は
不
祥
で
あ
る
が
、
幕
府

領
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
（
入
江
）
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